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福山誠之館校長（第２６代） 

 

経 歴 

生：昭和３年（１９２８年）３月２１日生まれ 

昭和２０年（１９４５年） １７歳 広島県立福山誠之館中学校（５年）卒業 

昭和２５年（１９５０年）３月 ２２歳 広島高等師範学校文科一部甲卒業 

昭和２５年（１９５０年）４月～２９年（１９５４年）３月３１日 ２２～２６歳 広島県福山南高等学校教諭（工業定時制） 

昭和２９年（１９５４年）４月１日～３５年（１９６０年）３月３１日 ２６～３２歳 広島県立福山工業高等学校教諭 

昭和３５年（１９６０年）４月～５０年（１９７５年）３月 ３２～４７歳 広島県福山葦陽高等学校教諭 

昭和５０年（１９７５年）４月～５３年（１９７８年）３月 ４７～５０歳 広島県福山葦陽高等学校定時制教頭 

昭和５３年（１９７８年）４月 ５０歳 広島県教育委員会事務局主幹指導主事 

昭和５４年（１９７９年）４月 ５１歳 広島県立至誠高等学校校長 

昭和５７年（１９８２年）４月１日～６０年（１９８５年）３月３１日 ５４～５７歳 広島県立三次高等学校校長 

昭和５７年（１９８２年）４月 ５４歳 広島県高等学校野球連盟副会長 

昭和５８年（１９８３年）４月 ５５歳 広島県教育研究会国語部会長 

昭和５９年（１９８４年）４月 ５６歳 広島県公立高等学校長協会三次支部長 

昭和６０年（１９８５年）４月１日～６３年（１９８８年）３月 ５７～６０歳 広島県立福山誠之館高等学校校長（第２６代） 

昭和６１年（１９８６年）４月 ５８歳 広島県高等学校同和教育推進協議会会長 

昭和６２年（１９８７年）４月 ５９歳 広島県高等学校長協会福山地区支部長 

昭和６３年（１９８８年）３月 ６０歳 定年退職 

平成元年（１９８９年）４月 ６１歳 中国短期大学広島県連絡事務所長 

平成２年（１９９０年）４月～８年（１９９６年） ６２～６８歳 弥勒の里国際文化学院日本語学校理事兼校長 

平成３年（１９９１年）４月 ６３歳 財団法人松永育英奨学会理事 

平成３年（１９９１年）４月 ６３歳 広島県日本語教育施設連絡会会長 

平成１０年（１９９８年）１１月 ７０歳 勲四等瑞宝章 

平成１４年（２００２年）～２２年（２０１０年）３月３１日 ７４～８２歳 社会福祉法人宏喜会園長 

平成２２年（２０１０年）４月１日 ８２歳 社会福祉法人宏喜会顧問 
 



プレハブ編纂室と通信制専用棟の建築  小林達治 

私が誠之館に着任した昭和６０年（１９８５年）からの３か年は、国の段階で「教育荒廃」を背景

に臨教審による「第Ⅲの教育改革」の第１次答申、広島県においては、公教育の健全化・学

力問題・総合選抜制度の見直しなどを巡る新たな渦が巻き起こされた時代であった。 

(中略) 

プレハブ編集室と通信制専用棟の建設は、同窓会館建設運動及び通信制の独立校化への

布石になったものである。 

 

百三十年史の刊行委員会が発足したのは昭和５８年の初頭であった。 

これを受けて対県陳情を行い、三吉町時代の同窓会館部分が木之庄校舎では通信制専用

教室拡充等のため極端に狭められている実状を訴え、編集室（編集会議と資料保管の施設）

確保の要望を続けたが、要望に対しては棚上げ状態が続いた。 

このような経過の中で年史編集推進のために同窓会は、プレハブ編集室の建築に踏み切っ

た。 

昭和６０年の夏である。 

一方、通信制への認識の不十分さに起因する通信制差別問題とそれを挺子に通信制教育

条件整備への生徒ぐるみの教職員要求により厳しい交渉の渦中に立たされ続けた。 

県でも通信制教育の安定的充実を図る方途が模索され、昭和６０年度末には誠之館・国泰寺

両校長と担当課長の継続的プロジェクト会議（非公式）の設定をみた。 

私は通信制専用棟建設による全日制施設の拡充と同窓会専用施設の確保策を模索したが、

現場校長としての模索が県教委の通信制独立校化展望に立つ独立棟の構想と合致し、実現

の方向性が出てきたのが昭和６０年度初頭であった。 

以後、県との水面下の折衝を重ねたが、同窓会の要望活動、同窓県議開原氏による強力な

行政への働きかけが大きな力になった。 

同年１０月、「福山誠之館高校通信制課程の専用棟について C グランドに専用棟を建設す

る。」県教委文書がまとめられ、昭和６３年度当初予算に専用棟建築費が計上された。 

すべてが水面下の動きであり、建築設計に漕ぎつけるまでには、想像を絶する多くの壁があ

った。 

公式に現場の建設委員会を立ち上げ、県教委施設課・知事部局営繕課の来校を求めて、専

用棟建築設計が実質的にスタート出来たのは昭和６３年の年明け早々であった。 

設計作業に取りかかっての曲折もあったが大筋として順調に進捗し、建築設計（現東高校校

舎）完成最後の詰めの建設委員会を翌年度の頭に設定し、３月３０日まで万般の詰めの作業

に没頭し、翌日付けで定年退職した。 

 

これらを巡る苦労は、振り返ってみると、戦略と戦術、ふところの深さを求められる私の管理者

修行に最後の機会を与えられたものと感謝もしている。 

また在職期間中、同窓会とは一線を画した孤立的な対応を余儀なくされることも多く、執行部

の皆様の期待に反することしばしばであったことも、改めてお詫びしておかなければならな

い。 

 



出典１：『語りて光栄の歴史あり 誠之館同窓会報特別号』、２１頁、福山誠之館同窓会編刊、平成１３年１０月 

出典２：『五十年史 広島県立福山工業高等学校』、３６１頁、創立五十周年記念誌編集委員会編、創立五十周年記念事業実

行委員会刊、昭和５７年１１月７日 

出典３：『巴峡百年（下巻）広島県立三次高等学校』、２８頁、創立百周年記念誌編集委員会編、同窓会「巴峡百年」刊行会

刊、２００２年３月３１日 
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